
 

第3期大阪狭山市教育振興基本計画      （別冊） 

 

5 年後に向けての参考指標 

 
 

 

  

第３期大阪狭山市教育振興基本計画を効果的かつ着実に推進するため、「５年後に向け

ての参考指標」を設定しました。 

 

対象期間は令和 11年度までとし、可能な限り定量化できる形成的な指標を設定し、

その実効性を確保するため、ＰＤＣＡ（計画・実施・評価・改善）サイクルにより、達

成状況について、毎年、点検・評価を行いつつ、施策の実行に努めます。 

 

第３期大阪狭山市教育振興基本計画は、「学びあい、つながりあい、未来に輝く人づく

り」を基本理念として、生涯にわたる教育について指針が示されています。 

 

本計画を効果的かつ着実に推進するためには、本計画に掲げられた基本方針を踏まえ

ながら、社会の潮流や教育を取り巻く環境の変化に的確に対応し、進捗状況を検証しな

がら施策を展開する必要があります。 

 

第３期大阪狭山市教育振興基本計画の「５年後に向けての参考指標」は、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第 26条の規定により毎年実施している「教育委員会事

務の点検及び評価」を行う際の規準とします。 

 

なお、計画期間の途中であっても、教育を取り巻く新たな課題に対し迅速かつ適切な

対応を行うために、評価指標の見直しを行っていきます。 

 

計画に沿った業務が 

実施できているかを 

確認する 

実績や将来の予測をもとに計

画を作成する 

計画に沿って実施できて 

いない部分を調べて 

改善する 

計画に沿って業務を行う 

計画 

Action 
改善 

Plan 

Do Check 
実施 評価 



5年後に向けての参考指標 

 

基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

１ 

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
養
い
ま
す 

（
１
）
遊
び
を
通
し
て
豊
か
に
学
ぶ
就
学
前
教
育
・
保
育
の
充
実 

子育てをサ
ポートする
体制ができ
ているか 

認定子育てサポー
ター登録数 

108人 145人 

登録者数を増やす
ために、サポーター
養成研修を実施す
る。（2年に1回の募
集で、登録者数
145人をめざす。
サポーター養成研
修は年2回） 

こども家庭

支援グルー

プ 

プレイセンター設
置数 

5か所 7か所 

第五次大阪狭山市
総合計画実施計画
における目標値で
ある設置数7か所
を地域や市民の協
力を得ながらめざ
す。 

こども家庭

支援グルー

プ 

多様化する
保 護 者 の
ニーズに対
応 し た 教
育・保育の
提供体制が
整備できて
いるか 

幼稚園・保育所・
認定こども園等の
利用定員 

教育
1,025人 

保育 

1,445人 

（R6） 

教育 

575人 

保育 

1,449人 

「第3期子ども・子
育て支援事業計画」
による教育・保育の
提供体制の数値を
目標値とする。 

こども育成

グループ 

保育所等の待機児
童 

0人 

（R6） 
0人 

保育所等の待機児
童数が0人となる
ことをめざす。 

こども育成

グループ 

（
２
）
社
会
の
変
化
に
即
し
た
新
た
な

学
び
の
展
開 

主体的・対
話的で深い
学びが推進
されている
か 

「課題の解決に向
けて、自分で考え、
自分から取り組ん
でいましたか」と
いう設問に、肯定
的な回答をする児
童生徒の割合 

小学校 

80.1％ 

中学校 

83.3％ 

小学校 

84％ 

中学校 

87% 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の3％
以上上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 



 

基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

主体的・対
話的で深い
学びが推進
されている
か 

主体的・対話的で
深い学びの実現を
はかることができ
た教員の割合 

小学校 

96％ 

中学校 

98％ 

小学校 

100％ 

中学校 

100％ 

「大阪狭山市保育
教育指針」に基づく
ふりかえりにて肯
定的な回答をする
教員の割合 

教育指導グ

ループ 

学びに向か
う力が向上
しているか 

「学習した内容に
ついて、分かった
点や、よく分から
なかった点を見直
し、次の学習につ
なげることができ
ていますか」とい
う設問に、肯定的
な回答をする児童
生徒の割合 

小学校 

75％ 

中学校 

71％ 

小学校 

78％ 

中学校 

74％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の3％
以上上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

「自分の考えを発
表する機会では、
自分の考えがうま
く伝わるよう、資
料や文章、話の組
立てなどを工夫し
て発表していまし
たか」という設問
に、肯定的な回答
をする児童生徒の
割合 

小学校 

65％ 

中学校 

69％ 

小学校 

68％ 

中学校 

72％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の3％
以上上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

読書活動が
推進されて
いるか 

図書を活用したコ
ンクールの出展数 

6,713人 7,300人 
出展数の増加をめ
ざす。 

教育指導グ

ループ 

学校園への図書貸
出し数 

5,569冊 6,070冊 
こども園や学校な
どと連携し、貸出し
数の増加をめざす。 

生涯学習グ

ループ 



基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

ICTの活用
や教育の情
報化が推進
されている
か 

日常的に学校全体
で ICTを活用した
授業を行っている
学校の割合 

80％ 100％ 

「全国学力・学習状
況にかかる学校質
問紙調査」におい
て、「 ICTを活用し
た授業を1クラス
あたり『ほぼ毎日』
行っている」と回答
した学校の割合
100％をめざす。 

教育指導グ

ループ 

ICTを活用して授
業ができる教員の
割合 

84％ 100％ 
ICTを活用して授
業ができる教員の
増加をめざす。 

教育指導グ

ループ 

外国語教育
が推進され
ているか 

「英語の勉強は好
き」という設問に、
肯定的な回答をす
る児童生徒の割合 

小学校 

67.9％ 

中学校 

51.9％ 

小学校 

71％ 

中学校 

55％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の3％
程度上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

子どもたち
の自尊感情
や自己肯定
感が育成さ
れているか 

「自分には良いと
ころがあると思い
ますか」という設
問に、肯定的な回
答をする児童生徒
の割合 

小学校 

86.8％ 

中学校 

79.3％ 

小学校 

90％ 

中学校 

84％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の3％
以上上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

「学校の先生は、
あなたのよいとこ
ろを認めてくれて
いる」という設問
に、肯定的な回答
をする児童生徒の
割合 

小学校 

93.2％ 

中学校 

86.1％ 

小学校 

97％ 

中学校 

90％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の3％
以上上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

（
３
）
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
て
る
教
育
の

推
進 道徳教育が

充実してい
るか 

「道徳の授業で
は、自分の考えを
深めたり、学校や
グループで話し
合ったりする活動
に取り組んでいま
すか」の設問に、
肯定的な回答をす
る児童生徒の割合 

小学校 

83.9％ 

中学校 

89.3％ 

小学校 

87％ 

中学校 

93％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の3％
程度上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

児童生徒に
対し、きめ
細かな指導
体制ができ
ているか 

暴力行為発生の割
合（市内全児童生
徒に対する千人
率） 

小学校 

17％ 

中学校 

38.5％ 

小学校 

12％ 

中学校 

33.5％ 

小中学校における
暴力行為発生件数
の割合の5％減を
めざす。 

教育指導グ

ループ 



 

基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

児童生徒に
対し、きめ
細かな指導
体制ができ
ているか 

不登校児童生徒の
うち学校内外（教
職員を含む）で相
談指導等を受けて
いない児童生徒の
割合（市内全児童
生徒に対する千人
率） 

0％ 0％ 

小中学校における
不登校児童生徒が
誰にも相談指導等
を受けていない割
合0％をめざす。 

教育指導グ

ループ 

健やかな体
を育てる教
育が推進さ
れているか 

学校給食における
食中毒発生数 

0件 0件 
食中毒ゼロをめざ
す。 

教育政策グ

ループ 

「朝食を毎日食べ
ていますか」とい
う設問に肯定的な
回答をした児童生
徒の割合 

小学校 

95.5％ 

中学校 

88.6％ 

小学校 

97％ 

中学校 

91％ 

「全国学力・学習状
況調査」における肯
定的な回答につい
て、2％程度の上昇
をめざす。 

教育指導グ

ループ 

「給食はおいしい
ですか」という設
問に、肯定的な回
答をした児童生徒
の割合 

90％ 92％ 

給食アンケートに
おける肯定的な回
答について、2％の
上昇をめざす。 

教育政策グ

ループ 

子どもたち
の体力が向
上している
か 

体力合計得点の平
均値の向上（男女
平均値） 

小学校 

52.8点 

中学校 

40.5点 

小学校 

54.8点 

中学校 

42.5点 

「全国体力・運動能
力調査」における体
力合計得点の男女
平均値について、2
点程度の上昇をめ
ざす。 

教育指導グ

ループ 

「運動やスポーツ
をすることが好
き」という設問に、
肯定的な回答をす
る児童生徒の割合
（男女平均） 

小学校 

86.3％ 

中学校 

80.8％ 

小学校 

90％ 

中学校 

84％ 

「全国体力・運動能
力調査」における、
肯定的な回答をす
る児童生徒の割合
の3％程度の上昇
をめざす。 

教育指導グ

ループ 



基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

子どもたち
の体力が向
上している
か 

全国体力調査にお
ける総合評価が上
位ランクの児童生
徒の割合 

小学校 

66.6％ 

中学校 

61％ 

小学校 

70％ 

中学校 

65％ 

「全国体力・運動能
力調査」の総合評価
（文部科学省が示
すテストの種目ご
との得点から換算）
が5段階中の上位3
ランクの評価と
なった児童生徒の
割合の4％程度の
上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

（
４
）
教
職
員
の
資
質
向
上 

教職員が学
び続けよう
とする活動
を支援でき
ているか 

教職員研修の受講
者の満足度 

4.6点 4.8点 

当該年度の夏季教
職員研修実施後の
アンケートにおけ
る、受講者の研修満
足度を維持・向上さ
せる。（5点満点） 

教育指導グ

ループ 

  



 

基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

２ 

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
を
推
進
し
ま
す 

（
５
）
子
ど
も
理
解
と
支
援
教
育
の
充
実
・
推
進 

一人ひとり
の 教 育 的
ニーズに応
じた指導が
なされてい
るか 

「個別の指導計
画」「個別の教育支
援計画」の作成 

100％ 100％ 

「個別の指導計画」
「個別の教育支援
計画」を、小中学校
に在籍するすべて
の対象児童生徒に
ついて作成する。 

教育指導グ

ループ 

特別支援教育が充
実している小中学
校の割合 

100％ 100％ 

「全国学力・学習状
況にかかる学校質
問紙調査」におい
て、「特別支援教育
について理解し、生
徒の特性に応じた
指導上の工夫を『よ
く行った』」と回答
した小中学校の割
合を維持する。 

教育指導グ

ループ 

（
６
）
個
の
成
長
を
支
え
る
教
育
の
充
実 

自己の進路
を選択する
意 欲 が 高
まっている
か 

「将来の夢や目標
を持っている」と
いう設問に、肯定
的な回答をする児
童生徒の割合 

小学校 

79.7％ 

中学校 

63.5％ 

小学校 

85％ 

中学校 

69％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合の5％
以上上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

個別最適な
学びの場を
提供するた
めに、学習
に躓きのあ
る児童を把
握する 

MIM-3rdの割合 19％ 15％ 

補足的、集中的に、
柔軟な形態による、
より特化した指導
が 必 要 な
「MIM-3rd」の割
合を15％以下にす
ることをめざす。 

教育指導グ

ループ 

（
７
）
安
全
安
心
な
学
校
生
活
の
確
保 

学校の安全
性が確保さ
れているか 

日中の学校への不
審者侵入件数 

0件 0件 
安全管理員が配置
されている学校数
を維持する。 

教育政策グ

ループ 

救命救急講習を受
講した教職員の割
合 

100％ 100％ 
教職員すべてが救
急救命講習を受講
することをめざす。 

教育指導グ

ループ 

いじめを未
然に防ぐた
めの取組み
が推進され
ているか 

「いじめはどんな
理由があってもい
けないことだと思
いますか」という
設問に、肯定的な
回答をする児童生
徒の割合 

小学校 

95.9％ 

中学校 

95.1％ 

小学校 

100％ 

中学校 

100％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて、すべ
ての児童生徒が肯
定的な回答をする
ことをめざす。 

教育指導グ

ループ 



基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

いじめへの
対応がなさ
れているか 

「いじめ認知して
から3か月以上経
過しているもの」
の解消率 

98.3％ 100％ 

「生徒指導上の諸
問題に関する調査」
にて、解消率100 

％をめざす。 

教育指導グ

ループ 

（
８
）
多
様
性
理
解
の
促
進 

多様性を理
解し認め合
う教育が進
められてい
るか 

いじめ防止や多様
性理解を促進する
ことができたとい
う設問に肯定的な
回答をする教職員
の割合 

98.5％ 100％ 

「大阪狭山市保育
教育指針」に基づく
ふりかえりにおい
て、肯定的な回答を
する教職員の割合
の上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

多様な意見
に柔軟に対
応し、集団
づくりがで
きているか 

「自分と違う意見
について、考える
のは楽しい」とい
う設問に、肯定的
な回答をする児童
生徒の割合 

小学校 

74％ 

中学校 

75％ 

小学校 

79％ 

中学校 

80％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて、肯定
的な回答をする児
童生徒の割合の上
昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

  



 

基本 
方針 

重点 

目標 

指標の 

考え方 
指標 

現状 

（R5） 
目標 

指標の選定理由及
び目標値（水準・目
標年度）の設定の根
拠、出典元 

事業 

所属 

３ 

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
教
育
環
境
を
充
実
し
ま
す 

（
９
）
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

学
習
環
境
な
ど
の
整
備 

学校等施設
が時代の変
化に対応し
ているか 

建替工事が完了
し、利用開始した
学校数 

0校 1校 

「大阪狭山市学校
施設長寿命化計画」
にもとづき、改修な
どの優先順位が高
い学校施設から着
手する。 

教育政策グ

ループ 

（
10
）
学
校
経
営
改
革
の
推
進 

校務の効率
化が図られ
ているか 

教職員の時間外在
校等時間の縮減 

1.8％ 1％ 

小中学校教職員の
月当たり時間外在
校等時間が80時間
以上の割合の減少
をめざす。 

教育指導グ

ループ 

「 ICTの活用によ
る、学びの充実を
図ることができ
た。」という設問
に、肯定的な回答
をする教員の割合 

87.2％ 90％ 

「大阪狭山市保育
教育指針」に基づく
ふりかえりにおい
て、肯定的な回答を
する教員の割合の
上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

専門家や地
域人材の活
用がなされ
ているか 

ＳＣやＳＳＷ、Ｓ
Ｌの検討ケース数 

330回 380回 

生徒指導事象の早
期の解決と、教職員
とアセスメントや
プランニングにつ
いての連携を図る
ため、ＳＣやＳＳ
Ｗ、ＳＬなどの外部
専門家の検討ケー
ス数の15％程度増
加をめざす。 

教育指導グ

ループ 

指導体制の充実に
向けた専門家によ
るサポートを実施
した学校の割合 

100％ 100％ 
専門家派遣を行う
学校の割合を維持
する。 

教育指導グ

ループ 

地域人材バンクの
活用回数 

14回 20回 

こども園における
人材バンク登録者
による教育活動の
実施回数の増加を
めざす。 

こども育成

グループ 

英語教育における
地域ボランティア
の活用回数 

28回 30回 

こども園における
地域ボランティア
などによる英語教
育を実施する。 

こども育成

グループ 
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（
11
）
家
庭
教
育
の
支
援 

子育てや教
育に関する
相談体制や
情報提供が
充足してい
るか 

教育指導グループ
で対応する保護者
相談の件数 

290件 
250件 

以上 

保護者相談体制の
周知を図り、教育指
導グループ（フリー
スクールみ・ら・い
を含む）で受け付け
る教育相談実績数
を維持する。 

教育指導グ

ループ 

親まなび講座への
延べ参加者数 

52人 110人 
参加者数の増加を
めざす。 

生涯学習グ

ループ 

こども家庭支援グ
ループで対応する
児童家庭相談、ひ
とり親家庭相談の
相談件数 

2,538件 2,800件 

こども家庭セン
ターの設置による
相談体制の充実も
踏まえ約10％程度
の増加をめざす。 

こども家庭

支援グルー

プ 

利用者支援事業の
相談件数 

173件 210件 

3か所で行う利用
者支援事業におい
て、1か所あたり約
10件の相談件数増
加をめざす。 

こども家庭

支援グルー

プ 

利用者支援事業の
保育・子育てコン
シェルジュの配置
数 

９人 ９人 

保育・子育てコン
シェルジュは１か
所あたり３人の配
置が望ましいため、
配置数を維持する。 

こども家庭

支援グルー

プ 

未就学児の親を対
象とした子育て講
座などの延べ参加
人数 

647人 705人 

実施回数を約10％
増やすことをめざ
し、多くの参加者に
子育てや教育に関
する情報提供に努
め、延べ参加人数の
増加をめざす。 

こども家庭

支援グルー

プ 

（
12
）
地
域
の
教
育
力
の
育
成
と
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
の
実
現 

地域人材の
育成や活用
がされてい
るか 

学校園支援人材
（有償ボランティ
ア）の参加者数 

480人 500人 
学校園の授業など
への外部人材活用
の増加をめざす。 

教育指導グ

ループ 

さやま元気っこ推
進事業の参加ス
タッフ数 

52人 80人 

さやま元気っこ推
進事業への高校生
や大学生の参加ス
タッフの増加をめ
ざす。 

生涯学習グ

ループ 

地域の環境
づくりや子
どもの居場
所づくりが
推進されて
いるか 

さやま元気っこ推
進事業の延べ参加
者数 

7,123人 7,800人 
さやま元気っこ推
進事業の参加者数
増加をめざす。 

生涯学習グ

ループ 
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青色防犯パトロー
ルの実施回数 

16回 20回 

青少年指導員など
による青色防犯パ
トロールの実施回
数を増やす。 

生涯学習グ

ループ 

社会に開か
れた教育課
程の実現が
図られてい
るか 

「地域や社会をよ
くするために何か
してみたいと思い
ますか」という設
問に、肯定的な回
答をする児童生徒
の割合 

小学校 

72.8％ 

中学校 

57.8％ 

小学校 

90％ 

中学校 

90％ 

「全国学力・学習状
況調査」にて肯定的
な回答をする児童
生徒の割合を90％
以上をめざす。 

教育指導グ

ループ 

生涯学習グ

ループ 
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４ 

郷
土
を
愛
し
自
ら
学
び
、
高
め
あ
う
学
習
を
推
進
し
ま
す 

（
13
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

スポーツに
参加する機
会が充実し
ているか 

サタデースポーツ
参加者数 

5,821人 6,000人 
実施種目の維持を
図り、参加者の増加
をめざす。 

生涯学習グ

ループ 

スポーツ団体登録
者数 

.3,400人 3,400人 
市民の体育協会登
録者数を維持する。 

生涯学習グ

ループ 

スポーツを
する市民が
増えている
か 

週 1回以上のス
ポーツ実施率 

52％ 70％ 

週 1 回 以 上 の ス
ポーツ実施率を国
の「第3期スポーツ
基本計画」で掲げる
目標値まで引き上
げることをめざす。 

生涯学習グ

ループ 

市内スポーツ施設
の延べ利用者数 

239,227人 252,000人 
市内スポーツ施設
利用者数の5％程
度増加をめざす。 

生涯学習グ

ループ 

（
14
）
生
涯
学
習
や
文
化
芸

術
活
動
の
推
進 

生涯学習の
活動を経験
している市
民が増えて
いるか 

公民館貸館利用者
数 

61,914人 63,100人 
公民館貸館利用者
数の2％程度増加
をめざす。 

生涯学習グ

ループ 

図書貸出冊数 6.3冊 7.0冊 

市民一人当たりの
図書貸出冊数の
10％程度の増加を
めざす。 

生涯学習グ

ループ 

（
15
）
歴
史
文
化
遺
産
の
継
承
と
活
用 

歴史文化遺
産を活用し
歴史的価値
の発信が行
えているか 

狭山池シンポジウ
ムへの参加者数 

57人 70人 
狭山池シンポジウ
ム参加者数増加を
めざす。 

生涯学習グ

ループ 

文化財のさ
ら な る 保
護・活用が
進んでいる
か 

新規資料の収集 1件 2件 

新規資料の拡充に
よる文化財への注
目度の上昇をめざ
す。 

生涯学習グ

ループ 
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（
16
）
郷
土
愛
の
育
成 

郷土への愛
着が育まれ
ているか 

「郷土理解を深め
るための学習の推
進を図ることがで
きた。」と答えた教
員の割合 

小学校 

79.7％ 

中学校 

60％ 

小学校 

83％ 

中学校 

63％ 

「大阪狭山市保育
教育指針」に基づく
ふりかえりにおい
て、肯定的な回答を
する教員の割合の
上昇をめざす。 

教育指導グ

ループ 

歴史文化遺
産を活用し
た郷土を学
ぶ機会が充
実している
か 

狭山池博物館のイ
ベント回数 

39回 39回 

恒常的な集客をめ
ざし、狭山池博物館
のイベント回数の
維持をめざす。 

生涯学習グ

ループ 

企画展開催期間中
の博物館利用者数 

15,358人 16,000人 
企画展開催中の利
用者数増加をめざ
す。 

生涯学習グ

ループ 

 


